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Ⅰ．は　じ　め　に
近年、大学は「地域」をキーワードとして、教育、
研究、社会貢献の役割を果たしていくことが強く
求められるようになってきている。文部科学省は、
2013年度に大学のCOC（Center of Community）
機能の強化を目指し「地（知）の拠点整備事業」
を開始した。これは地域の課題（ニーズ）と大学
の資源（シーズ）のマッチング等により、地域と
大学が必要と考える取り組みが展開されていくこ
とを狙いとしている（文部科学省、2014）。大学
が地域に貢献していく形は様々であるものの、①
地域課題を解決するために専門知識・技術を生か
すことや②ボランティア活動などを通して若いマ
ンパワーを提供することだけでなく、③地域のパ
ートナーとして課題解決のアイディアを共に考え
たり、プロジェクトを推進したりといった貢献が
あるとされている（豊田、2004）。そのため体育・
スポーツ領域においても大学が、その資源を活か
しつつ地域との連携を図りながら、社会に貢献で
きる若者の育成や地域に対する研究成果を還元し
ていくことが求められているのである。
地域と大学にとっての効果的な取り組みが展開
されていくためには、学生が主体的に地域の活動
に取り組んでいくことが一つの条件となる。これ
により、学生が社会の問題をより身近に感じ取れ
るようになったり、自らの学習意欲や実践力を高
めていこうとしたりする態度が養われていくのだ
と期待できる。しかしながら、こうした場面にお
いて学生は、ボランティアとして地域の活動に関
わることがほとんどとなるため、意欲的に取り組
むことが難しくなるといった問題が生じることが
ある。したがって、他のボランティア活動と同様、
個人の動機や属性に合わせて取り組みを行うとい
った工夫が求められることとなる。
従来までの体育・スポーツ領域におけるボラン
ティアの研究においても、こうしたボランティア
の特質を視点とした研究がこれまで行われてき
た。北村ら（2005）は、知的障害者のスポーツ活
動を支援するメンバーを対象として、特定の組織
に対する個人の同一性や関与の強さを意味する組
織コミットメントを測定している。そしてその上
で、男性よりも女性の方が組織に対するアイデン
ティティが強いことから、自己が抱く同一性にズ
レが生じるとそれを苦痛に感じて組織から離脱し
かねないこと等の属性による組織コミットメント
の違いを提示している。また松尾ら（1994）はス
ポーツ指導を行うボランティアを対象に、指導へ
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の過度な没頭によって生じる支障が、生活のどの
ような領域でどの程度の生じているかについて検
討している。このようにスポーツの活動において
もボランティア特有の問題があり、それを考慮し
た取り組みが必要となる。
さらに体育・スポーツのボランティアに関する
研究には、大学生に着目した研究もある。新出ら
（2009）は大学生に対し、マラソン大会における
ボランティア活動への関心を調査し、その結果マ
ラソン大会のボランティアをしたいとする学生は
４割程度で、希望しない学生はボランティア参加
の条件として報酬等の外的条件を挙げる傾向があ
ったことを報告している。また内藤（2007）は、
ボランティアの実施を肯定的に捉えている体育専
攻の大学生はいるものの、そのきっかけがないと
いう理由から実際にボランティアを行っていない
実態が少なくないことを明らかにしている。さら
にその中では、今後行ってみたい活動内容として
「大会・イベントの運営や世話」や「スポーツの
指導」を挙げる大学生が多いことや、実施する上
での条件として「月２、３回」といった実施頻度
や「休日」、「大学の長期休暇」といった実施日を
挙げる大学生が多かったことを示している。
このように体育・スポーツ領域においても、ボ
ランティア活動の問題を扱った研究や学生がボラ
ンティア活動を行う上での動機や背景について調
べた研究がある。しかし、従来までの研究では、
学生がボランティアを行う実態について質的に検
討したものは見当たらない。そこで本研究では、
地域のボランティア活動を行う学生に対してイン
タビュー調査を実施し、そこでの基礎的な資料の
収集を研究の目的とする。
Ⅱ．方　　法
１．研究協力者
A市内にあるB保育園において、じゃれつき遊
びと呼ばれる遊びのボランティア活動を行うK大
学大学院の男子大学院生Cを本研究の協力者とし
た。研究協力者Cは、大学院に在籍をしながら運
動部のコーチを務めつつ、そのかたわら保育園で
のボランティア活動を行っている。また、じゃれ
つき遊び以外にも、保育園の他の活動やイベント
に関わりを持ち、主体的に地域の取り組みに関わ
っていることから研究協力者として選定した。
２．調査内容
研究協力者Cに対し、非構造化法を用いて面接
調査を実施し、ボランティア活動を行っている動
機、あるいはそこでの関わり方や心境の変化等に
ついて尋ねた。その際、対象者の同意を得て IC
レコーダーで録音し、逐語録を作成した。そして
得られたデータから、ボランティア活動を行う動
機やそこでの変化に関わる内容を５つの形態に分
類した。
Ⅲ．結果及び考察
今回の調査で得られた５つの形態は次の通りで
ある。
形態１：ボランティアを始めた理由
・子ども達かわいいなと思って、子どもと遊ぶこ
とに対して興味があったというか、そういう感
じで始めました。
形態２：やりがい
・自分が本当に大切だと思っていることを小さい
子たちに教えるっていうのはすごい充実感が
あっていいですね。
・例えば最初（じゃれつき遊びに）来なかった子
が来るようになったりとか。自分たちで表現で
きるようになった。僕もそれ実感するんで。そ
こら辺はやってて子どもたちがこんなに変わ
ってくれたのはなんかうれしいというか。実感
しますね。
形態３：利他的な関わり
・（調査者：自分が役立っているという実感はあ
りますか？）実感ですか？いやもう特に役に立
ってるなとかは思ったことないですけど。とり
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あえず幼稚園を卒業するときにじゃれつき遊
び楽しかったし、あのお兄さん一緒に遊べて楽
しかったなって思えるように、はい。
・僕が（大学の部活などで）その上の人とかに言
われることを教えてあげる。今この時期（幼児
期）だから言うことも聞いてくれると思うんで
すよね。例えばメンタルというか気持ちの部分
のところが、一番僕は大事だと思うんで。まあ、
じゃれつき遊びで身体を動かすことはそれは
大切なんですけど。その一番大事な心の部分の
ところを教えてあげたいなとは思ってますね。
・例えばこの間、縄跳び教えてて、飛べない子は
面白くないからすぐに縄跳びを片づけて遊ん
じゃうんですけど。E君（保育園児）に話をし
て、最初からできる人なんて誰もいないし、人
と比べる必要はないし、諦めたらそれで一生で
きなくなっちゃうから、いつまでもやらないま
まいると一生。…やっぱり縄跳びができるよう
になって、縄跳び飛ぶことができるようになっ
た姿を、父親であったり母親に見せることはや
っぱ自分（E君）もうれしいし、お父さんお母
さんにとってもうれしいことじゃないですか。
そういうことはお父さんお母さんも喜ばせる
し、自分（E君）もうれしいんだよってことを、
できないことをやるようになるってことはう
れしいことなんだよってことを、教えてあげま
したね。
・（研究協力者Cは保育園へボールを寄付した経
験があり、そのことについて）あれ（寄付をし
たボール）はただ単に余ってて、ずっと自分の
家にあったんですよ、あれは。近所の子どもに
あげようと思ってたんですけど。なかなか近所
の子どもとすれ違う機会もないし。どうしよう
かなと思ってて。
・（研究協力者Cは運動のプログラムを子ども達
へ行った経験があり、そのことについて）例え
ば、ボールを使ったりとか。投げて、３人一組
くらいになって。で３人でしりとりしながらや
ってみましょうとか。頭も使うし、手も使う。
投げる動作も入ってくる。３人一組になるとコ
ミュニケーションも取れるし。次に手が慣れて
きたら次足で友達に蹴ってみましょうって。そ
れで足の神経も鍛えられるし。じゃれつき（遊
び）とかでボディバランスとかよくなってきて
るんで。はい。今まで相撲できなかった子も、
相撲できるようになってきているし。じゃあ次
は次のステップみたいな。っていうのは考えて
ますね。
・（調査者：じゃれつき遊び以外の保育園の活動
にも参加するのはなぜですか。）どういうこと
してんのかなって。でもその後の子どもの性質
の様子を見ているっていうのはなんか、自分に
時間がある時だけですけど。時間がある限り子
どもたちはどんな、普段じゃれつき遊び以外で
はどんな感じなのかなっていうのを様子見て。
まあ、落ち着きがない子だったり、すぐにかっ
となる子だったりとか。…それを見るためです
ね。そしたらまた（子どもに対して）アプロー
チできるじゃないですか。
形態４：大学での経験の活用
・僕の先輩のコーチの人で、Fさんって方がいる
んですけど。…（Fさんが）一番下のチームを
見ている学生（コーチ）に対して「お前がいい
加減な気持ちでやっていたら、その子たち（運
動部の学生）の４年間無駄になるんだ」ってこ
とを話してて。 僕もその意見に賛成っていう
か、確かにそうだなって。…（だから）僕も今
そういう風に（運動部の）学生に接してますし。
…でその気持ちが、…同じ気持ちが今、保育園
にもあって。
形態５：利他的精神のきっかけ
・（調査者：子どもに対して何かやってあげたい
という気持ちは前からあったのですか？） い
や、最初（ボランティアを始めた当初）は行く
だけでしたね。行ってそうした気持ちにさせて
くれたのは子ども達ですし。 あとはやっぱり
色々なイベントに参加して親御さんとかに話
しかけられて、自分（研究協力者C）のことな
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んて何も知らないと思うんですけど、「じゃれ
つき（遊び）のお兄さんですか？」って言われ
て、すごい感謝されて。その中で自分の気持ち
も変わってきましたね。
Ⅳ．お　わ　り　に
本研究では、地域のボランティア活動を行う学
生の動機や関わりといった具体的な実態について
の基礎的な資料の収集を研究の目的とした。その
結果、「ボランティアを始めた理由」「やりがい」
「利他的な関わり」「大学での経験の活用」「利他
的精神のきっかけ」という６つの形態が確認され
た。この結果は、学生が子どもや地域の大人との
相互作用を通じて、利他的精神を高め、これまで
身に付けた大学や運動部での経験や能力等をそこ
へ還元しようとする過程があることを示唆してい
る。そのため今後は今回明らかになった結果をも
とに、地域でのボランティア活動を通じて生じる
大学生の変容プロセスについてより詳細に検討し
ていく必要がある。
本研究は、平成 26年度国士舘大学体育学部附
属体育研究所研究助成により実施された。
引用・参考文献
北村尚浩・松本耕二・國本明徳・仲野隆士（2005）ス
ポーツ・ボランティアの組織コミットメント．体育
学研究，50；37-57．
松尾哲矢・多々納秀雄・大谷善博・山本教人（1994）
ボランティア・スポーツ指導者のドロップアウトに
関する社会学的研究：指導への過度没頭と生活支障
の関連及びその規定要因について． 体育学研究，
39：163-175．
文部科学省（2014）平成25年度地（地）の拠点整備事
業．http://www.mext.go.jp/component/a_menu/
education/detail/__icsFiles/afieldfile/2014/05/20/ 
1346067_01.pdf．（参照日2015年1月27日）．
内藤正和（2007）大学生におけるスポーツ・ボランテ
ィア活動へのニーズに関する研究．愛知学院大学心
身科学部紀要，3：21-29．
新出昌明・森田海（2009）大学生における東京マラソ
ン参加への関心とボランティアの認識に関する研究．
スポーツボランティア学研究，2：1．
豊田光世・内平隆之・井関崇博・中嶌一憲（2014）大
学の地域貢献活動の教育効果に関する考察：Enactus
の事例をもとに．兵庫県立大学環境人間学部研究報
告，16：59-66．
